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ＪＥＮＥＳＹＳ２０２０ 日ＡＳＥＡＮ・オンライン交流 

（インド太平洋に関するアセアン・アウトルック（ＡＯＩＰ））の記録 

 

１．概要 
【目的】アセアン諸国の青年が、同地域の推進する AOIP（インド太平洋に関する ASEAN・アウト

ルック）と日本の推進する FOIP（自由で開かれたインド太平洋）について理解を深め、アジア

太平洋地域の協力や平和に向けて自分たちができることについて考えることにより、日本と参加

国地域との親善促進、国際社会における FOIP の浸透を主目的に、本プログラムを実施しまし

た。 
【参加者】ASEAN 諸国の大学生・大学院生 計 547 名 
※ASEAN 諸国（10 か国）：インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブ

ルネイ、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、ラオス 
【日程】 

日付 
訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加人数） 

2020 年 
12 月 9 日 
東京都 

【ウェビナー・質疑応答】 
Cooperation on the ASEAN Outlook on the 
Indo-Pacific (AOIP) 
講師：外務省アジア大洋州局地域政策参事

官室首席事務官 林 弘毅氏 

「AOIP 及び FOIP への新型コロナウィ

ルスの影響の有無」、「日本の外交政策」、

「今後の課題」について質問がありまし

た。チャット上では、各国参加者が活発

に交流し、「充実した内容の講義だった」

などの感想が見られました。（389 名） 
2020 年 
12月 16日 
沖縄県 
恩納村 

【ウェビナー・質疑応答】 

Efforts to achieve the SDGs conducting in 
the world leading tourist resort 
講師：沖縄県恩納村 SDGs 推進事務局  
松原 廣幸氏、積田 彗加氏 

「恩納村での SDGs 達成に向けた課題

とそれに対する取組」、「SDGs の普及活

動を市民に浸透させる手法」について、

関心が寄せられ、質問がありました。

（145 名）  

2020 年 
12月 17日 
沖縄県 
恩納村 

【学校訪問・交流会】 
沖縄科学技術大学院大学（OIST） 
①大学概要説明とバーチャル構内視察 
②日本人と留学生による研究内容と学生

生活についての紹介 
③グループ別での交流会 

「留学生の研究活動や日本での学生生

活」に関する多くの質問がありました。

交流会では、協力して課題に取組む様子

が見られ、終了時には「今回出会った新

しい友人たちと今後も繋がっていきた

い」といったコメントがありました。（13
名） 
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２．記録写真  

  

2020 年 12 月 9 日【ウェビナー・質疑応答】

Cooperation on the ASEAN Outlook on the Indo-
Pacific (AOIP) 

2020 年 12 月 16 日【ウェビナー・質疑応答】

Efforts to achieve the SDGs conducting in the 
world leading tourist resort 

 

 

2020 年 12 月 16 日【ウェビナー・質疑応答】

「Efforts to achieve the SDGs conducting in the 
world leading tourist resort」 

2020 年 12 月 17 日【学校訪問・交流会】 
沖縄科学技術大学院大学（OIST） 

 
３．参加者の感想（抜粋） 
◆ フィリピン 大学生 

このオンラインイベントに参加して、日本について、また日本が ASEAN 諸国の人々の暮らしを

良くするためにどんな活動を行っているのか学びました。このオンラインイベントに参加でき

て幸運だったと思います。私は将来日本を訪問して、日本の文化・伝統・信条、その他様々な魅

力を体験したいと思います。 
 
◆ マレーシア 大学生 

沖縄科学技術大学院大学（OIST）との交流は私にとって一番実りある体験でした。このような

オンラインイベントで知り合った方々と Facebook や WhatsApp でプラットフォームを構築す

ることで、継続して繋がっていけるとよいのではと思いました。 
 
◆ ベトナム 大学生 

このオンラインイベントから多くのことを学ぶことができました。イベントの中で得た情報の

多くはインターネットや新聞から得ることが難しいものばかりでした。日本や ASEAN につい

てのクイズを取り入れるなどのアクティビティがあればよいと思いました。 
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４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆  恩納村 講師 

このような機会をいただき非常に光栄でした。恩納村はもちろん日本は安全で先進国でありな

がら、海など自然のアクティビティも非常に楽しめる場所です。 特に恩納村では外国人受け入

れに対しても積極的で環境配慮や地域の特色を生かしたアクティビティの造成を進めています。

ぜひコロナが落ち着いたら遊びに来ていただきたいです。 
 
５．参加者の対外発信、報道記事等  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

2020 年 12 月 9 日（Twitter） 
AOIP に関連した日本の取組というテーマは非

常にためになりました。一番印象に残ったのは

日本がフィリピンで実施しているプラスチック

ごみ対策のプロジェクトです。私はこれらの取

組が環境問題の解決に大きく貢献すると思いま

した。 

2020 年 12 月 9 日（Instagram） 
このオンラインイベントに参加できてよかった

です！素晴らしいイベントをありがとうござい

ます。この講義に参加して、ASEAN 諸国と日本

の関係をより明確に理解することができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 12 月 16 日（Twitter） 
恩納村 SDGs 推進事務局のプレゼンテーション

は素晴らしかったです！彼らの先進的な取組が

継続し、SDGs 達成に向けた計画が完遂するこ

とを祈っています！ 

2020 年 12 月 17 日（Twitter） 
今日交流した皆さんにお会いできて本当に嬉し

いです。今日のプレゼンテーションは本当に興

味深く、多くの知識を得ました。JENESYS の招

へいプログラムにぜひ参加したいと思います

し、今日出会った皆さんと日本でお会いしたい

と思っています。 
実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


